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(57)【要約】
【課題】従来のマトリクス構造の有機ＥＬディスプレイ
の制御に用いられる表示データとの互換性を有する多重
マトリクス構造の有機ＥＬディスプレイの駆動装置を提
供する。
【解決手段】有機ＥＬディスプレイ１の駆動装置は、発
光画素の連続するＮ（Ｎは整数）行に対応する走査電極
１ａ２を各行の選択時間が少なくとも５０％以上重なる
ように走査する走査側駆動手段４と、前記発光画素毎の
表示内容を示す画素データを有する表示データを出力す
る制御手段２と、前記表示データを入力し前記表示デー
タに応じて信号電極１ａに選択的に給電する信号側駆動
手段５と、を備える。信号側駆動手段５は、前記表示デ
ータの入力において前記各画素データを行方向から順次
メモリ部に入力するとき、メモリ部の各行について、連
続するＮ個の行番号を有する各画素データが交互に配置
されるように前記表示データを変換するデータ変換部５
ｂを有する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
基板上に互いに交差するように対向配置される信号電極と走査電極との間に少なくとも発
光層を有する有機層を積層形成してなる発光画素を備えた有機ＥＬディスプレイの駆動装
置であって、
前記発光画素の連続するＮ（Ｎは整数）行に対応する前記走査電極を各行の選択時間が少
なくとも５０％以上重なるように走査する走査側駆動手段と、
前記発光画素毎の表示内容を示す画素データを有する表示データを出力する制御手段と、
前記表示データを入力し前記表示データに応じて前記信号電極に選択的に給電する信号側
駆動手段と、を備え、
前記信号側駆動手段は、前記表示データの入力において前記各画素データを行方向から順
次メモリ部に入力するとき、前記メモリ部の各行について、連続するＮ個の行番号を有す
る画素データが交互に配置されるように前記表示データを変換するデータ変換部を有して
なることを特徴とする有機ＥＬディスプレイの駆動装置。
【請求項２】
基板上に互いに交差するように対向配置される信号電極と走査電極との間に少なくとも発
光層を有する有機層を積層形成してなる発光画素を備えた有機ＥＬディスプレイの駆動装
置であって、
前記発光画素の連続するＮ（Ｎは整数）行に対応する前記走査電極を各行の選択時間が少
なくとも５０％以上重なるように走査する走査側駆動手段と、
前記発光画素毎の表示内容を示す画素データを有する表示データを出力する制御手段と、
前記表示データを入力し前記表示データに応じて前記信号電極に選択的に給電する信号側
駆動手段と、を備え、
前記信号側駆動手段は、前記表示データの入力において前記各画素データを列方向から順
次メモリ部に入力するとき、連続するＮ個の画素データが一組として配置されるように前
記表示データを変換するデータ変換部を有してなることを特徴とする有機ＥＬディスプレ
イの駆動装置。
【請求項３】
前記信号電極は、マトリクス状に複数配置される画素電極と前記画素電極の各列において
それぞれ異なる前記画素電極と接続される複数の配線電極とを有することを特徴とする請
求項１または２に記載の有機ＥＬディスプレイの駆動装置。
【請求項４】
前記走査電極は、それぞれ異なる前記配線電極に接続されるＮ個の前記画素電極と対向す
るように複数形成されてなることを特徴とする請求項３に記載の有機ＥＬディスプレイの
駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）素子を用いた有機ＥＬデイスプレイ
の駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機材料によって形成される自発光素子である有機ＥＬ素子は、例えば、ＩＴＯ（Ｉｎ
ｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）等からなる陽極と、少なくとも発光層を有する有機層と
、アルミニウム（Ａｌ）等からなる非透光性の陰極と、を順次積層して前記有機ＥＬ素子
を形成するものが知られている（例えば、特許文献１参照）。かかる有機ＥＬ素子は、前
記陽極から正孔を注入し、また、前記陰極から電子を注入して正孔及び電子が前記発光層
にて再結合することによって光を発すると解されている。
【０００３】
　また、有機ＥＬ素子を透光性の基板上に設けてなる有機ＥＬディスプレイにおいて、そ
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の駆動方式としてパッシブ駆動方式が知られている。パッシブ駆動の有機ＥＬディスプレ
イは、透光性基板上に信号電極を複数のライン状に形成し、走査電極を前記信号電極と交
差するように複数のライン状に形成して前記信号電極と前記走査電極との交差位置を発光
画素とし、この発光画素を複数配置して発光部を構成するものである。かかる有機ＥＬデ
ィスプレイは、線順次走査された画像が前記表示部に表示される。かかるパッシブ駆動の
有機ＥＬディスプレイは、アクティブ駆動方式と比較して製造が容易であるといった利点
がある。
【特許文献１】特開昭５９－１９４３９３号公報
【特許文献２】特開２００１－２１７０８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　また、情報の多量化及び多様化によって、近年ディスプレイにはさらなる大型化・高精
細化が求められている。しかしながら、パッシブ駆動の有機ＥＬディスプレイにおいて前
記発光画素を増加させる場合、特に前記走査電極の増加に伴って発光駆動のＤｕｔｙ比が
増加して前記走査電極１ラインあたりの電圧印加時間が短くなり、これを補うために印加
する電流・電圧が比例して増加してしまう。そのため、駆動ＩＣや製品仕様上の要求制限
によって前記走査電極側の発光画素数を増加させることが困難であるという問題点があっ
た。
【０００５】
　上記の問題点に対して、パッシブ駆動における低電圧・低電流化のための手段として、
特許文献２には、信号電極を矩形状の画素部と前記画素部に接続される配線部とを有する
櫛歯状の電極パターンで形成し、走査電極との交差部において異なる信号電極の画素部が
互いに入れ子状に組み合わされ、前記交差部を１つの走査電極と少なくとも２つの信号電
極（画素部）とが交差するように構成する多重マトリクス構造が開示されている。ここで
、パッシブ駆動による有機ＥＬディスプレイの駆動制御は、前記走査電極の順次走査とと
もに、前記発光画素毎の表示内容を示す画素データを有する表示データに基づいて前記各
信号電極に選択的に給電することで行われるものである。しかしながら、かかる多重マト
リクス構造の有機ＥＬディスプレイは、従来のマトリクス構造とは前記信号電極の構成が
異なるものであるため、従来の有機ＥＬディスプレイの制御に用いられる表示データとは
互換性がなく新たに専用の表示データを要することとなり、駆動制御の点で更なる改良の
余地があった。
【０００６】
　本発明は、前述した問題点に着目し、多重マトリクス構造の有機ＥＬディスプレイの駆
動装置において、従来のマトリクス構造の有機ＥＬディスプレイの制御に用いられる表示
データとの互換性を有する有機ＥＬディスプレイの駆動装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、前記課題を解決するために、基板上に互いに交差するように対向配置される
信号電極と走査電極との間に少なくとも発光層を有する有機層を積層形成してなる発光画
素を備えた有機ＥＬディスプレイの駆動装置であって、前記発光画素の連続するＮ（Ｎは
整数）行に対応する前記走査電極を各行の選択時間が少なくとも５０％以上重なるように
走査する走査側駆動手段と、前記発光画素毎の表示内容を示す画素データを有する表示デ
ータを出力する制御手段と、前記表示データを入力し前記表示データに応じて前記信号電
極に選択的に給電する信号側駆動手段と、を備え、前記信号側駆動手段は、前記表示デー
タの入力において前記各画素データを行方向から順次メモリ部に入力するとき、メモリ部
の各行について、連続するＮ個の行番号を有する各画素データが交互に配置されるように
前記表示データを変換するデータ変換部を有してなることを特徴とする。
【０００８】
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　本発明は、前記課題を解決するために、基板上に互いに交差するように対向配置される
信号電極と走査電極との間に少なくとも発光層を有する有機層を積層形成してなる発光画
素を備えた有機ＥＬディスプレイの駆動装置であって、前記発光画素の連続するＮ（Ｎは
整数）行に対応する前記走査電極を各行の選択時間が少なくとも５０％以上重なるように
走査する走査側駆動手段と、前記発光画素毎の表示内容を示す画素データを有する表示デ
ータを出力する制御手段と、前記表示データを入力し前記表示データに応じて前記信号電
極に選択的に給電する信号側駆動手段と、を備え、前記信号側駆動手段は、前記表示デー
タの入力において前記各画素データを列方向から順次メモリ部に入力するとき、連続する
Ｎ個の画素データが一組として配置されるように前記表示データを変換するデータ変換部
を有してなることを特徴とする。
【０００９】
　また、前記信号電極は、マトリクス状に複数配置される画素電極と前記画素電極の各列
においてそれぞれ異なる前記画素電極と接続される複数の配線電極とを有することを特徴
とする。
【００１０】
　また、前記走査電極は、それぞれ異なる前記配線電極に接続されるＮ個の前記画素電極
と対向するように複数形成されてなることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、多重マトリクス構造の有機ＥＬディスプレイの駆動装置において、従来のマ
トリクス構造の有機ＥＬディスプレイの制御に用いられる表示データとの互換性を有し、
商品性を向上させることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、添付図面に基づいて本発明の実施形態である有機ＥＬディスプレイの駆動装置に
ついて説明する。
【００１３】
　図１は、有機ＥＬディスプレイの駆動装置の電気的構成を示すものである。有機ＥＬデ
ィスプレイの駆動装置は、有機ＥＬディスプレイ１と、制御手段２と、記憶手段３と、走
査側駆動回路（走査側駆動手段）４と、信号側駆動回路（信号側駆動手段）５と、を備え
るものである。
【００１４】
　有機ＥＬディスプレイ１は、その基本構成として、透光性のガラス基板上に互いに交差
するように対向配置される信号電極と走査電極との間に少なくとも発光層を有する有機層
を積層形成してなる発光画素（有機ＥＬ素子）を備えるものである。
【００１５】
　本実施形態においては、図１に示すように、例えば前記ガラス基板上に、画素電極１ａ
１と配線電極１ａ２とを有し陽極となる信号電極１ａと、信号電極１ａと交差するように
形成され陰極となる走査電極１ｂと、が形成されている。
【００１６】
　有機ＥＬディスプレイ１は、信号電極１の画素電極１ａ１と走査電極１ｂとの対向（交
差）個所を１ユニットとして発光画素を形成し、この発光画素を複数配置して表示部を構
成している。なお、信号電極１と走査電極１ｂとが交差する部分で発光画素となる部分以
外には絶縁層（図示しない）が形成されている。これにより陽極と陰極との短絡を防ぐこ
とが可能となっている。
【００１７】
　画素電極１ａ１は、例えばＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）等の透光性の
導電材料をスパッタリング法等の方法で前記ガラス基板上に層状に形成し、例えばフォト
リソグラフィー法にて所定形状にパターニングしてなるものである。本実施形態において
は、画素電極１ａ１は、略矩形状に形成され前記ガラス基板上にマトリクス状に複数配置
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される。
【００１８】
　配線電極１ａ２は、例えばクロム（Ｃｒ）等の画素電極１ａ１の構成材料よりも電気抵
抗の低い材料をスパッタリング法等の方法で前記ガラス基板上に層状に形成し、例えばフ
ォトリソグラフィー法にて所定形状にパターニングしてなるものである。配線電極１ａ２
は、画素電極１ａ１の各列の間に配線形成され、画素電極１ａ１の各列において各画素電
極１ａ１と交互に接続される。すなわち、本実施形態においては画素電極１ａ１の各列に
対して２本の配線電極１ａ２がそれぞれ異なる画素電極１ａ１と接続されている。また、
配線電極１ａ２はそれぞれ前記ガラス基板の一辺側に向けて配線され、信号側駆動手段５
に接続される。
【００１９】
　走査電極１ｂは、アルミニウム（Ａｌ）等の導電材料を蒸着法等によって層状に形成す
るとともに、絶縁性の樹脂材料をライン状に形成してなるリブによって複数行のライン状
に分離形成してなるものである。走査電極１ｂは、それぞれ画素電極１ａ１の各列と交差
し、画素電極１ａ１の各列において異なる配線電極１ａ２に接続される２つの画素電極１
ａ１と対向するように形成される。また、走査電極１ｂはそれぞれ走査側駆動回路４に接
続される。
【００２０】
　有機ＥＬディスプレイ１は、Ｄｕｔｙ駆動する走査電極１ｂの各ラインに対して異なる
配線電極１ａ２に交互に接続された２個（本）の画素電極１ａ１が対向するように配置す
る２重（多重）マトリクス構造となるものである。すなわち、走査電極１ｂの１ラインが
表示部における発光画素の２行に対応し、走査電極１ｂの１ライン走査時に２行分の走査
電極が同時に選択されることとなる。さらに、この２行に対応する画素電極１ａ１をそれ
ぞれ異なる配線電極１ａ２を介して信号側駆動回路５で選択することにより、２行の発光
画素を個々に点灯制御することができる。
【００２１】
　制御手段２は、主にマイクロコンピュータから構成され、所定の演算処理を行い走査側
駆動回路４に制御信号を出力して走査電極１ｂを順次走査させ、また、記憶手段３から後
述する表示データを読み出して信号側駆動回路４に出力して走査電極１ｂの順次走査に応
じて配線電極１ａ２を介して各画素電極１ａ１を選択させ、有機ＥＬディスプレイ１に前
記表示データに応じた各種情報を表示させるものである。
【００２２】
　記憶手段３は、例えばＥＥＰＲＯＭからなり、有機ＥＬディスプレイ１を駆動させるた
めの前記表示データを記憶するものである。図２は表示データの一例を示すものである。
図２に示される表示データAは、各発光画素毎の表示内容（点灯か非点灯か）を示す画素
データ１１～８８からなるものであり、図２においては着色された画素データが点灯が選
択された画素データを示している。各画素データ１１～８８は、それぞれ表示部内におけ
る列番号及び行番号（アドレス）を有し、アドレスに応じて配置されている。なお、本実
施形態においては各画素データの十の位が列番号を、一の位が行番号をそれぞれ示すもの
とする。例えば、画素データ２１は、列番号「２」及び行番号「１」を有する画素データ
を示す。
【００２３】
　走査側駆動回路４は、所定のＤｕｔｙ比で走査電極１ｂを順次走査するものである。
【００２４】
　信号側駆動回路５は、走査側駆動回路４による走査電極１ｂの順次走査に応じて前記表
示データに応じた所定の画像を表示するべく配線電極１ａ２を介して各画素電極１ａ１に
選択的に給電するものである。信号側駆動回路５は、制御手段２から表示データＡを受信
するＩ／Ｆ回路５ａと、表示データＡを変換するデータ変換回路（データ変換部）５ｂと
、データ変換回路５ｂにて変換された表示データＡを一時的に記憶するメモリバッファ回
路（メモリ部）５ｃと、表示データＡを入力して配線電極１ａ２を介して各画素電極１ａ
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１に選択的に給電するドライバー回路５ｄと、を有する。
【００２５】
　次に、表示データＡの信号側駆動回路５への入力において、各画素データ１１～８８を
図２の矢印で示す行方向から順次メモリバッファ回路５ｃに入力する場合の表示データＡ
の変換処理について説明する。
【００２６】
　データ変換回路５ｂは、各画素データ１１～８８のメモリバッファ回路５ｃへの入力に
際し、メモリバッファ回路５ｃの各行について、連続するＮ個（Ｎは整数。本実施形態に
おいては２個）の行番号を有する画素データが交互に配置されるように表示データＡを変
換する。図３は、変換後の表示データＡを示している。ここで、連続する行番号「１」及
び「２」を有する画素データ１１，２１・・・８１及び１２，２２・・・８２の入力を例
にあげると、データ変換回路５ｂは、まず、変換前の表示データＡにおける１行目、すな
わち行番号「１」を有する画素データ１１，２１・・・８１をメモリバッファ回路５ｃの
１行目に入力する際に１列おきに入力し、さらに、変換前の表示データＡにおける２行目
、すなわち行番号「２」を有する画素データ１２，２２・・・８２を１行目の空いた個所
に入力する。したがって、メモリバッファ回路５ｃの各行においては、連続する２個の行
番号を有し、さらに同じ列番号を有する画素データが隣り合って配置されることとなる。
【００２７】
　ドライバー回路５ｄは、図３に示すように、各配線電極１ａ２毎に設けられる定電流源
５ｄ１と、各配線電極１ａ２への給電を選択するドライブスイッチ５ｄ２とを有し、各配
線電極１ａ２への給電の有無は、メモリバッファ回路５ｃからドライバー回路５ｄの各ラ
インに１行毎に入力される各画素データ１１～８８によって決定される。前述のように有
機ＥＬディスプレイ１は、発光画素の連続する２行に対応する走査電極１ｂの１ラインの
走査時にこの２行に対応する画素電極１ａ１に選択的に給電する構成であるため、表示デ
ータＡを変換せずに各画素データ１１～８８を１行毎にドライバー回路５ｄに入力すると
、ドライバー回路５ｄに入力される各画素データ１１～８８のアドレスと実際に点灯制御
される前記発光画素のアドレスとが一致せず、表示データＡに応じた画像を表示すること
ができない。これに対し、前述のようにデータ変換回路５ｂによって各画素データ１１～
８８が多重マトリクス構造の配線に応じた配置となるように表示データＡを変換すること
によって、多重マトリクス構造の有機ＥＬディスプレイであっても、従来のマトリクス構
造の有機ＥＬディスプレイに用いられる表示データＡとの互換性を有する商品性の高い駆
動装置を得ることができる。
【００２８】
　次に、表示データＡの信号側駆動回路５への入力において、各画素データ１１～８８を
図４の矢印で示す列方向から順次メモリバッファ回路５ｃに入力する場合の表示データＡ
の変換処理について説明する。
【００２９】
　データ変換回路５ｂは、各画素データ１１～８８のメモリバッファ回路５ｃへの入力に
際し、メモリバッファ回路５ｃの各行について、連続するＮ個（Ｎは整数。本実施形態に
おいては２個）の画素データが一組として同一の行に配置されるように表示データＡを変
換する。図５は、変換後の表示データＡを示している。ここで、列番号「１」を有する画
素データ１１，１２・・・１８の入力を例にあげると、データ変換回路５ｂは、変換前の
表示データＡにおける１列目、すなわち列番号「１」を有する画素データ１１，１２・・
・１８をメモリバッファ回路５ｃに入力する際に、まず、連続する２個の画素データであ
る画素データ１１と画素データ１２をメモリバッファ回路５ｃの１行目に入力し、次いで
画素データ１３と画素データ１４をメモリバッファ回路５ｃの２行目に入力し、次いで画
素データ１５と画素データ１６をメモリバッファ回路５ｃの３行目に入力し、次いで画素
データ１７と画素データ１８をメモリバッファ回路５ｃの４行目に入力する。したがって
、メモリバッファ回路５ｃの各行においては、連続する２個の行番号を有し、さらに同じ
列番号を有する画素データが隣り合って配置されることとなる。かかる方法によっても、
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前述の行方向の入力における変換処理と同様に、データ変換回路５ｂによって各画素デー
タ１１～８８が多重マトリクス構造の配線に応じた配置となるように表示データＡを変換
することによって、多重マトリクス構造の有機ＥＬディスプレイであっても、従来のマト
リクス構造の有機ＥＬディスプレイに用いられる表示データＡとの互換性を有する商品性
の高い駆動装置を得ることができる。
【００３０】
　なお、本発明は、走査側駆動手段によって前記発光画素の連続するＮ（Ｎは整数）行に
対応する前記走査電極を各行の選択時間が少なくとも５０％以上重なるように走査するも
のであれば適用することができ、走査電極が各行毎に分離形成されるものであってもよく
、また、発光画素の連続する３行以上に対応する走査電極を同時に選択するものであって
もよい。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施形態である有機ＥＬディスプレイの駆動装置を示す電気的構成図で
ある。
【図２】同上実施形態に用いられる表示データを示す図である。
【図３】同上有機ＥＬディスプレイの駆動装置における表示データの変換を説明する図で
ある。
【図４】同上実施形態に用いられる表示データを示す図である。
【図５】同上有機ＥＬディスプレイの駆動装置における表示データの変換を説明する図で
ある。
【符号の説明】
【００３２】
　１　　有機ＥＬディスプレイ
　１ａ　信号電極
　１ａ１　画素電極
　１ａ２　配線電極
　１ｂ　　走査電極
　２　　制御手段
　３　　記憶手段
　４　　走査側駆動回路（走査側駆動手段）
　５　　信号側駆動回路（信号側駆動手段）
　５ａ　Ｉ／Ｆ回路
　５ｂ　データ変換回路（データ変換部）
　５ｃ　メモリバッファ回路（メモリ部）
　５ｄ　ドライバー回路
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